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＜連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～療養環境変更の為、12/5（金）に西病棟Ａユニットへ転入予定となっています。

＜患者様連絡事項＞

・中森　みや子様、古川　富蔵様、山崎　芳照様、山下　拓也様へPL（総合感冒薬）が処方されていましたが、発熱・咳・鼻汁等の風邪症状が軽減された事から飲み切り止めとなっています。引き続き、風邪症状の有無の観察をして行きましょう。

・津嶋　イチ子様～現在、肥満度2との事で、12/4（木）昼食より食事形態が変更となっています。レストラン移動時に間違えないよう声掛け・確認をして行きましょう。

軽食（1700kcal）→軽食（1500kcal）

・山崎　芳照様～12/8（月）7時に採血の指示が主治医よりあります。12/11（木）の主治医診察時に使用する為、検査伝票は結果が届き次第作成してカルテに準備しましょう。

・佐々木　忠晴様～西病棟Ａユニットへ転入された事でご家族へ了承を得ています。以前は業者洗濯でしたが自分で洗濯を行うよう説明をしています。洗濯機の使用方法等を説明をして行きましょう。

・青木　君夫様～フルメトロン点眼液（0.02）（眼科用剤）が1本処方となっています。

・小保内　千夏様～本日、母様が面会に来られ「12/5（金）に主治医面談に夫と娘と来る」と話されていました。父様へ確認し、急遽12/5（金）第2診察室にて15時30分より、主治医とご家族（父様・母様・姉様）と本人の面談予定となっています。父様・姉様へは主治医より面談の許可が出た旨を連絡しています。

また、12/3（水）準夜帯にて服薬時に錠剤を口に含むとすぐにその場を立ち去る事あり、確実に服用出来ているかを確認すると床に倒れ込み声掛けにも返答しない事がありました。本人も「薬を飲んだからこうなった」と拒否的な発言聞かれている事から、ケアプランを新しく立案しています。服薬時の様子観察を継続して行っていきましょう。

#　服薬拒否的。確実に服用出来る

O-1　表情

2　言動

3 服薬時の様子

･手に隠し持っていないか？

･ポケットに隠し持っていないか？

4　飲み込んだか確認

T-1　薬の必要性を伝える

2　身体表現するのではなく、言葉で伝えるよう促す

＜ベッドコントロールに関して＞

北病棟が1床空く予定となっている為、ベッドコントロールの検討をDr川端と行い、2名が新たに候補となっています。

・佐藤　惠圀様～東病棟より転入して間もないが躁状態は見られず、比較的落ち着いて病棟生活を送る事が出来ている。

・中川原　義雄様～以前、躁状態となるも自覚あり自制する事が出来ている。

母様へ未定ではあるが北病棟への移動候補となっている事を説明すると、今後についてを主治医へ確認したいとの事で、面談希望聞かれています。12/10（水）15時より西病棟内で行われる予定となっています。当日は父様が体調不良の為、母様のみの来院となります。（妻様からの協力は難しいとの事）また、母様より面談に本人を入れても構わないとの旨を話されています。

※木村　忠史様、大久保　敏彦様も候補に挙がりましたが、今回は見送りとなっています。

＜Dr川端担当患者様NCP評価・検討＞

・鈴木　茂子様～診察にて「最近、腹痛はない」と話される事から、服薬調整を行っています。腹痛の有無を確認して行きましょう。

12/3（水）に処方された定期薬を中止

12/4（木）夕食後よりアランターSF（健胃消化剤）を止め

アランターSF（健胃消化剤）以外の定期処方と同内容が臨時処方となり、以後定期薬となる

・佐々木　康子様～診察時、周囲が気になる事はまだあると話されています。12/4（木）夕食後より臨時薬継続処方となっています。また、右下眼瞼の発赤あり、点眼液が1本処方となっています。

タスモリン（1）1T（0-1-0）（抗パーキンソン剤）

レキソタン（2）3T（抗不安剤）　3×ndE/6T（以後定期となる）

ニフラン点眼液（眼科用剤）　両目に1日3回点眼

・佐々木　淳様～診察時に「どうして肝臓が悪いんですか？」と尋ねる事があり、主治医より、ウイルス性の肝炎ではなく服薬の影響も考えられる事、血液検査のデータには問題が無い事を説明しています。同内容の質問をされた際は再度説明を行いましょう。

・阿部　文香様～診察にて「耳掃除をまだしていない」と話され、主治医より耳掃除を行うよう指示あり実施しています。引き続き、耳掃除を行う際は綿棒を耳の奥まで入れる等の危険行為が考えられる為、本人へ綿棒を渡す際は必ず付き添うか、見守りを行い確実に綿棒を回収するようにして下さい。

・岡田　石子様～診察時、本人より「内職がしたい」とあり主治医より作業を頑張るよう説明を受けています。編み物へ興味があるとの事で、OTスタッフへも情報提供をするようにして行きましょう。

・山崎　芳照様～12/5（金）よりシアナマイド　20ml　1×M/5T（習慣性中毒用剤）が臨時処方となり、以後定期処方となります。また、外泊訓練より戻られた際、飲酒した状態であれば隔離室へ入室との支持が出ています。

前回の外泊訓練時、実家へ戻る前に妻様達が住む家へ立ち寄り、「酒をやめないなら離婚と言われた。入院していること自体、偏見みたいのがある」と話されています。実家へ戻った際、「シアナマイドの効果を試す為に350ml缶を1本飲んでしまった」と話されていましたが、主治医より、「妻様に飲酒の事や離婚の話をされた事でイライラし飲酒したのでは？」と言われると、否定も肯定もせず言葉を濁す事があります。上手く言語化する事が出来ない面があり、イライラ感等が見られたと考えられる事から本人の不安や訴えを傾聴し、上手く言語化出来るよう促して行きましょう。

12/13（土）～12/14（日）に外泊予定としており、帰院時は妻様が送迎出来れば家族勉強会の時間が取れるとの事でした。勉強会にて、何をどのように妻様へ伝えるかをコ・メディカルと看護スタッフで話し合い書面にして、次週、主治医が確認するとの事でしたので、家族勉強会の内容について検討して行きましょう。

